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中期経営計画の進捗に関するお知らせ 

当社は、2024 年５月 14 日に 2024 年度から 2026 年度までの３年間を対象とする中期経営計画（以下、本計

画）を公表しております。今般、2026 年５月 14 日に「2026 年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」にて開示

しました 2025年度の業績及び 2026年度の業績予想を踏まえ、本計画の進捗について下記のとおりお知らせしま

す。 

記

1. 中期経営計画における連結財務目標についての進捗と今後の見通し

2024 年度 

（2025年３月期） 

2025 年度 

（2026年３月期） 

2026 年度 

（2027 年３月期） 

計画 実績 計画 実績 計画 

連結売上高 （百万円） 33,000 34,198 34,000 34,479 35,500 

連結営業利益 （百万円） 1,100 1,375 1,300 1,302 1,630 

連結営業利益率 （％） 3.3 4.0 3.8 3.8 4.6 

ROE （％） 5.2 7.0 5.6 5.9 7.0 

ＰＢＲ （倍） 0.53 0.43 0.65 0.52 0.70 

配当/株 （円） 33 37 37 47 （注） 23.5 

配当下限/株 （円） 30 30 33 33 （注） 18.5 

配当性向 （％） 30.6 24.6 31.4 35.2 34.5 

(注)当社は、別途開示のとおり、2026 年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行ってお
ります。2027 年３月期の配当/株および配当下限/株については、当該株式分割の影響を考慮した金額を
記載しております。なお、当初計画からの実質的な変更はございません。 

2. 2025年度の業績概要（詳細については「2026年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」をご参照ください。）

当期は、中期経営計画２年目として成長分野への投資と事業構造改革を推進しました。半導体関連マスク

事業では設備更新や拠点再編により収益性が改善しました。ソリューションセールス事業では資材・機械販

売が好調に推移したことに加え、利益率の高い自社ブランド製品の販売増も業績に寄与しました。一方、情

報コミュニケーション事業では、商業印刷物の減少等により厳しい状況が続きました。

3. 今後の見通しについての説明と方針

本計画の戦略や施策、最終年度となる 2026 年度の計画に修正はありません。2026 年度の業績予想につき

ましては、売上高 355 億円、営業利益 16 億 30 百万円、経常利益 16 億 24 百万円、親会社株主に帰属する当

期純利益 11億 39百万円といたしました。

（注）本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、現時点において入手可能な情報に基づき判断

したものであり、実際の業績等は、今後の様々な要因により予想と異なる可能性があります。 

以 上 


